









Husserl’s memories of Franz Brentano 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　In the previous issue（Vol. 132）I could complete my translation of the first book of 
the art historian Alois Riegl（1858-1905）. As one of his teachers has been counted 
usually the philosopher Franz Brentano（1838-1917）. Happily we have an excellent 
document about the academic atmosphere in those days, that is, the memories of 
Edmund Husserl（1859-1938）.
　I have great respect for the content of this document. So, as before, in order not to 
miss any detail I have translated the whole of the memories into Japanese here.
　The original text is as follows:
Edmund Husserl, Erinnerungen an Franz Brentano. in: Husserliana Band ⅩⅩⅤ
































iegl. in: Burlington M
agazine, V
ol. 105. 1963. p.193 ）とし
てよいのであろう。　
けれども学生時代の姿となれば面白い事実に思当る。やがて現代の現象学を華々しく樹立する哲学者フッセルと
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と思った、ただの好奇心からである。第一印象で私は少からず驚いた。この痩せた姿、巻毛で縁取られた大きな頭の、 鋭く弓なりの精力的な鼻の、 たんに頭脳労働ばかりか魂の深い格闘をも語る表情豊かな顔の輪郭ある、 この姿は、ありふれた生活の枠から完全に食
は
み出ていた。一息ごと一動きごと心の籠る上目で内向きの眼差に、この没入のあ
りさま全体に、は き と表れていた は大きな使命（
M
ission ）の意識である。講義の言葉は、形式は完成してい






































 Essay über den menschlichen Verstand と






























あった。問うては異議を挟んで、あやふやに手探りの初心者を導く術、本 で励んでいる者に勇気を注ぐ術、真理は感じたのにまだ不明瞭である始まりを明瞭な思想や洞察へと変化 せる術、こうした術をどれほど心得ていたことか。しかも他方で無駄話屋には、少しも侮辱せず 何と手際よく
舌を終らせていたことか。演習が終れば研究
















は全く惑わされもせず、出された哲学的疑問に答えていた。だが献身的な仕方 学生の学問的窮地ばかりか個人的窮地の面倒までも見て、まことに親切な助言者にして教育者にもなった。信頼できる友と見た者には自分の政治的信念や宗教的信念また自分の個人的運命についても胸中を吐露し 政治の時事問題からは遠ざかっていたが、心情に関る問題 ブレンターノにとって古い南ドイツの見方で言う大ドイツ主義 理念であり、この 方のなかでブレンターノは育ち、この見方にいつまでも、プロイセンへの反感と同じ程度に固執していた。この点で私はどうしても一緒になれなかった。ブレンターノにとって明か プロイセンの流儀は重要な個人的印象としても有益な社会的印象としても決して解り易いものにならなか たが、幸いにも私 身はこ した印象を高く評価 きる習わしで育っていたのである。それゆえブレンターノにはプロイセン 歴史に独得の偉大さを感受する力もことごとく欠けていた。プロテスタンティスムスにつ て 態度 同様であって、ここへとカトリク教会から歩み出て近付いたことは決してない。哲学者としてカトリクの教義からは 由であったが 自由であってもプロテスタント思想圏 の関りは何ら問題とならず、追感（
nachfühlen ）しての歴史的政治的理解とか、こうした理解から生じる歴史的価値





























































































































得な哲学のおよそ終りなき作用 結局のところ、ブレンターノ自身が独創的思想家として直覚の初発的源泉から思索の糧を汲み、こうして非生産的となっていた一八七〇年代ドイツ哲学 新たな発芽動機を供給したことに とづいていた。ブレンターノあれこれの方法や理論がどれほど永持 するであろうか、 ここでは決めることができない。これらの動機はとにかく別々の精神 る苗床でブレンターノの苗床においてとは別様の成長を遂げ、こ 当の初発的発芽力ある生命性が新たに証明さ た。もとよりブレンターノを喜ばせるためにでは い。という 、さ
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細井　雄介





































































程よい遠足だ を好んだ。サンクト・ギルゲンでは、 しウィー で 暮し振りはま とに簡素であった。ちな
22
細井　雄介
みにブレンターノ最初の結婚は夫人の財産が目当て、との噂は、当人と知合って生活習慣を見れば、直ぐさま馬鹿馬鹿しいと感じられた事柄である。金持 楽しみ、つまり贅沢品とか美食 か、あらゆる種類の豪奢生活についてブレンターノはおよそ感受力を持合せなかった。煙草は吸わず、食事も飲酒もきわめて質素で、あれこ の違いなど気にしなかった。私はと言えば、しばしば御宅で食卓に列したものだが、そのさい料理や飲物についてブレンターノが特別の好みを語ったり見せ りするのに気付い ことはない。あるときサンクト・ギルゲンで夫人の到着以前に、かなりひどい店で食事の羽目となったが、そこでもブレンターノはいつもの御満悦で、違いなど全く気にもせず自分の考えや会話だけに没頭していた。鉄道でも一人旅ならば最下等席で結構 したように どれほ 料理が安直でも甘んじられる人であったし、服装でも同様、ごく目立たぬ品で時折は擦り切れてい 。こうしたことすべてにおいて倹約家だが、独得の人柄こそが話題となれば 他の人々へ 親切を尽せるところで やはりブレンターノは気前が好かった。若者相手としての態度では確かに重々し とも、とても親切で情愛が籠り、いつでも学問的形成の促進を思うばかりか、道徳的人格についても気遣っていた。誰し この気高い導きにはどこまでも信服して、居場所 離れて遠くなっても なお同じ醇化の力をつねに痛感する かなかった。あれこれの講義にお てすら身をひとたび委ねた者は、事象を扱う理論においてばか でなく、人格 純粋 気
エートス
品からも心の最も奥深いと































































立派な家にお住いであった。ここでの何日かを私 、こ 上 感動 以てしか思出せない。ほとんど視力を無した人が、バルコニーからフィレンツェや風景の比類無い眺望を説明したり とても美しい道を通って、かつてガリレイの住んでいた双つの邸
ヴィラ
宅へと私や家内を案内したりの姿に、どれほど心は締付けられたか。外見はほとんど









ろん哲学について極めて多くが語られた。これも痛ましいこ であった。またも哲学を語れるかと、どれほどブレンターノは心が晴やかになっ ことか。こ 人には教師と ての大きな働きが生活の必須事であった フィレ
25
フッセル筆「フランツ・ブレンターノの想出」
ンツェでは独り漫然と日を過さなくてはならず、人格の作用を及ぼすことなど不可能であったし、北の国から誰か自分の話を聴いて解る力のある者が来れば、それだけでうれしかったのである。ここでの日々、私には、ウィーンでの学生時代以降の何十年かは力ない夢になってしまったかのようであった。 の傑出していて精神力絶大の人を前にして、またもはにかむ初心者 身と私は痛感した。私自身が語るよりも、むしろ私は聴いた。何と美しく整えられて大きく 各区分のすべ は確然と形を成し、ここへと話は淀みなく流れてゆく だが一度だけ御自身が聴こうと望まれ、異議を挟んで遮ることなく、以前の の対心理主義闘争と絡めて現象学的研究法 意味を私に語らせた。御了解とはならなかっ 。恐らく少しは私にも罪があった。わが身にも切実な直観と見てきた師の根本直観について、これの改組の必要性をあらためて追理解できるには、概念や論法も確
しっか
り組織されて不動となっている師の














して生きているところはすでにほとんど高次世界 感 あって この高次の世界を揺ぎ 信じ、これを人格神
26
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（
T
heism
us ）
の理論で哲学的に解釈することが、こうした晩年にあっても多忙なお仕事であった。このときにフィレ
ンツェで得た最後の像は私の心の奥底深くに沈んでいる――こうしていまや引続き私のなかで生きてゆくのが、高次の世界から出 、ひとつのお姿である。
